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判マーンガさいテピツ』夕
炒

さる7月 5日 、公渕森林公圏内の「とんぽ休憩所」でフイールドミーテイング

(焼き肉パーティー,6mANDダ ウンコンテスト)を行いました。

当日は朝から′」ヽ雨の降るあいにくの天気でしたが、久しぶりのフイールドミー

テイングとあって集合時刻前よリクラブ員の方々が張りきって準備にかかってい

ました。会場の Fと んぼ休憩所』|ま周圏を緑に囲まれ、建物は1日民家を改装した

もので電気水道完備で部屋も広く落ち着いた場所です.外は雨が降っていました

が軒先から庭に大きなシートを張って雨よけとし、その下で饒き肉パーティーを

行いました。準備はできましたが炭火をおこすのに一苦汚し、みんな待ちどうし

くちようど昼前のよしヽ時間に食事となりました。

また、焼き肉の輝構と並行して移動運用用のアンテナの設置も行われました。

アンテナの設置が終わるとさっそくリグの電源を入れ 61nでコンテストの交信を

始めました。

最初ままみんな焼き肉に殺範していましたが、お鰹もいっぱいになると無線談轟

:こ花盤咲かせたり竃ンテストの選層に熱が入ったりし、また、子供たちは雨のな

かを走り回って自然と親し拳、楽しいひとときを過ごしました。

なお、参加者は大入子供合わせて26名でした。また、器具の準備や後片付け

にあたった方々にはたいへんご苦労さまでした。
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貿重L コ:皮  き去  実宰・ 轟B 琶党 I正

平 成 4年 7月 1日 か ら電 渡 法 等 が一 部 改 正 され ま したの で、 主 な

もの を簡 単 に お知 らせ します。

1.バ ン ドプ ラ ンの 法制 化

この 中 で 特 に注意 しな ければ な らな いの が、 バ ン ドプ ラ ン

の 法制 化 で す。

今 まで は、 lARLが 時 代 の ュ ー ズ に合 っ た よ うに制定 し

て い ま した が、 これ か らは、 無 線 局 運 用規 則 第 258条 の 2

「 アマ チ ユア業 務 に 使 用 す る電 波 の形 式 及び 周 波 数 の 使 用 区

分 」 :こ よ り、 法 律化 さ れ ま した。

ほ とん ど、 JARLが 制 定 して い た も の をそ の ま ま使 用 して

い ます が、 一 部 変 ゎ って い るヒ こ ろも あ ります の で注 意 して

運 用 して下 さ もヽ。

詳 細 に つ いて は JARLニ ュー ス 6。 7月 号 や HAM雑 誌 に

記 載 され て い ますの で 参 照 して 下 さ い。

2.特 定無 線 設 備 の 技術 基 準 適 合 議 明

免 許 状 の 申講 時 や 変 更時 ここ、 従 来 をま箇 易 な 免 許 申講 の手 段

と して、 JARLの 保 証 認 定 制 度 を利 用 して ヽヽ ま した が、 今

後 の手 続 きは、 JARD(財 団 法 人 日本 アマ チ ュ ア無 線 振 興

協 会 )に 移 行 し ま した。

また、 「特 定 無 線 設 備 の技 術 基 準 適 合 証 明 に 関 す る規 費11」 と

い う法 律 に定 め られ た無 線 機 を使 用 しな けれ ば な らな くな り

ま した。 (技 適 証 明 )

従 来 の無 線 機 (JARL登 録 無 線 機 )や 自作 の 機 械 も使 用 で

き ますが、 この場 合 も、 JARDに 申請 します。

申請 方 法 や費 用 に付 い て は最 寄 りの HAMシ ョップ でお尋

ね 下 さい。
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3. 無 線 局 免 許 証 票

移 動 す る アマ チ ュア局 が無線 を運 用 す る場 合 は、 免 許状 を

携 帯 して い な け れ ば な りま

せん で した。

サ イズ と して は割 と大 き く     無 線局 免 許 証 票 見本

特 に ハ ンデ ィー 運 用 の 場 合        (実 物 大 )

携 帯 しず らか ったの で す が

今 後 は無 線 局 免 許証 票 を無

線 機 に貼 るか、 備 え付 け て

置 けば よ くな りま した。

証 票 は、 再 免 等 免 許 証 の

交 付 を受 け る と きに一 緒 に

発 行 され ます。

4。 各 種 申講 書 の 変 更

今回 の改 正 に 伴 い、 各 種 幸講 書 が 大 幅 に変 更 され て もヽ ます。

11雄 来、 同 じ形 式 の 購紙 2校 (一 枚 は写 し):こ 同 じ事 を書 い て

い ま した が、 今 後 :ま 写 し′が 不 要 に な り、 簡単 とこな りま した。

また、 申請 資 鶏 も変 更 され て い ます。

詳 し くは HAMシ ョ ップ でお尋 ね 下 さ い。

ま だ、 他 に も い くつ か改 正 され て い ます の で、 官 報 や JARLニ
ユー スを注意 して 見 る よ う :こ して 下 さ ヽヽ。

ま た、 電 波 使 用 料 (ア マ チ ュ ア局 は年 間 500円 )の 新 設・ 韓 国

との 相 互 運 用 協 定 の 締 結 等 も取 りざ た され て お ります。

ヽ
ヾ
ユヽ

＼



=キ
t tア ニ/ ｀

三ア
。

イ憂::だ塾 〔___. し
~ζ

暑 い 毎 日 ブ,ゝ 続 き ます が 皆 さ ん ど う過 ご され て い ま す か ! !

や は り、 :夏 は 海 か 山 に 限 り ます ね ! 1

今 年 の 夏 は、 大 変 貴 重 な 経 験 を フ レン ドの ぉ か げ で XYLや 2ND

達 と過 ご す こ と が で き ま し た。

こ の 歳 に な る ま で、 こ ん な に 楽 し く自然 を 満 喫 で き る こ と を知 り ま せ

ん で し た。

と い うの は、 1也 で も あ り ませ ん が 五 色 台 に あ る キ ャ ン プ 場 の 事 で す。

皆 さ ん 当 局 が、 少 し大 げ さ に 言 っ て い る よ う に 思 え る か も 知 れ ま せ ん

が、 当 局 は も ち ろ ん 2ND、  XYLも 大 変 喜 び ま した。

ま ず、 キ ャ ン プ で す る こ と と い え ば 飯 合 で ご f:反 を 炊 くこ と か ら始 ま り

ま す が、 2ND達 に と っ て は 初 め て の 事 で 米 を 洗 ぅ こ と か ら始 ま り ま

した。

何 と か 見 よ う見 ま ね で ど う に か う ま くい き ま した。

っ ぎ に は、 薪 割 りを し ま し た。

こ れ も 危 な っか し い と こ ろ も あ り ま した が、 ど う に か 格 好 に は な り ま

し た l !

そ う し な が ら、 薪 に 火 を 付 け よ う や く飯 合 の 中 の 水 が 沸 騰 した と こ ろ

で、 飯 合 を逆 さ ま に す る こ と を フ レ ン ドに 教 え て も ら い 「 ふ ― ん 」 と

納 得 して い ま し た。

ま あ、 そ う こ う しな,が ら ご 飯 が う ま くで き た と こ ろ で メ ニ ユー は 無

難 な 焼 肉 と カ レー ラ ィ ス とな り四 家 族 の 集 ま りは 大 変 盛 り上 が り結 構

遅 く まで 「 ゎ ぃ わ い 」 と 話 に 花 が 咲 き 2ND達 も 遅 く ま で 起 きて い ま

した。

ま あ、 こ う い う感 じで い ろ い ろ な 体 験 を 親 も 2NDも して 貴 重 な 体

験 と な り勉 強 に な り ま し た ! !

な お、 付 け 加 え る と こ の 施 設 に テ ン トは 据 え 付 け で あ り炊 事 場 や ト

イ レ も す ぐ近 くに あ り ま す。

付 属 施 設  (テ ニ ス コ ー ト 3面 :プ ー ル  大  小 )

予 約 先  五 色 台 国 民 体 暇 村  IL(代 )(0877)47-0231

使 用 料  1テ ン Iヽ (大 人 4～ 5名 )¥5.000

坂 出 市 大 屋 冨 町 柳 谷
DE ,lR5Gし 0

F



護墨  塁学二 藝:諄J  て`F孝色  :文寸 煙リ  オ́し  ラ強え  し  ヽ オゴミ

福 岡市 の小学校校長会で配布 された資料です

」

_ヽ
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し ピ じ:スIil^内 nllこ 、υvじ 3anFt,1【 賃 L“ vυ25tvじ v:lil^n,“ :κと 辱 vυvi`びしぃ 員 会lゞ k食鮨 、こ』 §

国分市の養護老人ホーム慶祥園で体験 しているということで

数千人の人が試 され、そのことごとくが健在であるという実験

済みだそうです。

!監孟:重:量1轟1鯉、ユt鯉轟!選l盤`翼`轟,αl慮1極!ふ"為感 ,

1.鶏 1,I11個 (自 身だけ)(よ く1屁 ゼiる )

2.ふ きの葉の汁小さじ3杯 (ふ きの葉 3～ 4枚)(207)

(つ わふ きは駄目です )

3.清 酒こさじ3杯 (焼酎は不可 )

4.梅 漬 1個 (土罵千 しをした梅千 しは不可 )

5.製 法は必ず番号順にいれること。

※ この飲物は一生ほ一度飲むだけでよいので早急ζこお試 し下さをヽ。
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四国 にまたまたユニー クな名の郵使局が誕生 しま した。

その名は
「

四 万 ―ト ト ン ボ 華13便 局 」
高知県 中村具同郵便局が、 このほど局舎 を新築移転す るの を機会に、去 る 3月
23日 か ら局名 を改称 したものです 。

同局が移転 した田黒地 区は、清流四万十川の流域 にあ り、 日本一の トンボの生息
地 。同地にある トンボ 自然公園 は、世界最初の トンポ保護地区 となつています。
郵政省 としても 自然保護保全の ために、 この地域の存在 をア ピールす るのに一役
か うことに したものです。

四国の他の地域は次のとお うりです。 (各県 1局ずつ )

徳島県 金長だぬき局 、香川県 オ リープの島局、
愛嬢県 いよてつそごうマ ドンナ局

f r oin JA51Qゝ _´

小 日送金 (50円 券 も新設)に 便利 定額小為替証書
国内への送金には、普通為替、郵便振替あるいは現金書留など、幾多の手段が

あ ります。これ らは、送金金額や受取 りの方法等に従つて、それぞれの特徴を選
んで利用すれば良いでしょう。

少額の送金でも、現金を普通郵便に入れることは禁止されてお り、たまた郵便
切手で代送することもあ ります。でもこれでは相手方も国るし、また失礼。

定額小為替証書は、従来、  100円 以上で100円 きざみの900円 券まで
(料 金は各券 10円 )と 、 1000円 以上 5000円 まで千円きざみ並びに八千

円及び壱万円券 (料 金は 1枚 に付ぎ 10円か ら、壱千円ごとに 10円加算)の 1
6種類でしたが、一昨年 8月 か ら、 これに50円券 (料 金は 10円 )が新設され
てお ります。

例 えば、 送金です と、。……"券 3枚で料金 は 4L O Fヨ です。
(料金 は 20円 )1枚

〃

″

又、 1000円 ポッキ リの送金ですと料金は 10円 と右諄 筆を です。これに
プラス郵送料金がいるだけです。

CD
それに受取人指定欄に、相手方の受取人住所を記入 してお くと、更に安全 .

少額の送金には、至極便利です。必要の折 りにご利用下さい。

ご■か
「郵使 ホ ッ トライン」第 5号  H4.
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蓋員力■ドについて

前回「会員カード」のご記入をお願いしましたところ、皆様よりご返送いただ

きましてお叩がとうございました。現在整理中ですが、まだ回収できていないも

のもあります。まだの方は、前回同封の「会員カード」にご記入の上、ご返送し

ていただきますようお願いいたします。

JARL香 川クラブ 庶務係

JH5WMN

ハンディ機用 アッテネータの回路

SWi

リレー接点
リレーー接点

150Ω

10dB

4.7K

l S15880.lμ F

SWlIN

SW2

SW22400

150Ω 62Ω 62Ω

lPF

Ｖ

‐６

９
∞

2SC1815

3dB

リレーの接点は受信時を示す

SWlは 電源スイッチと連動

5～ 9V用
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音楽
(曲名 。楽譜の知識)

(1)次の(→～(C)は 小学校で習った歌の

一部です。それぞれの曲名を答えなさい。

⇒
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ｃ＞

(2)次のリズム譜は、何分の何拍子ですか。拍子記

号を書きなさい。

(3)次の楽譜を、工しく演奏すると、何小節になり

ますか。

('" 奈良・奈良教育大学教育学部附属中学校)

し
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